
 
 

令和６年度平和館特別展「沖縄戦と戦後の米国統治」を開催します 

 

 川崎市平和館では、広く市民に戦争の悲惨さを伝えるとともに平和に対する理解を深めることを目的

に、終戦の日（８月１５日）の前後を期間として、特別展を毎年開催しています。 

 令和６年度は、一般住民を巻き込んだ凄惨な地上戦が行われ、県民の四人に一人が亡くなったといわ

れる「沖縄戦」と、日本復帰まで２７年間「米国統治下に置かれた沖縄」をテーマに取り上げ、展示を

通して日本の戦争と沖縄の戦後について再認識し、平和への思いを深める機会を提供します。 

関連イベントの講演会では、米国統治下の沖縄で無料配布された広報宣伝誌『守礼の光』を素材に情

報を読み解く能力（メディア・リテラシー）の大切さを考えます。 

 

１ 特別展 沖縄戦と戦後の米国統治 

（１）期 間 令和６年７月２０日（土）～８月２５日（日） ９時から１７時まで 

       （月曜日、８月１３日(火)、８月２０日(火)は閉館。ただし８月１２日(月)は開館） 

（２）場 所 川崎市平和館 屋内広場（川崎市中原区木月住吉町３３－１） ※入場無料・申込不要 

（３）内 容 沖縄戦の写真、経験者が描いた沖縄戦の絵、沖縄戦の記憶をカラー化した写真、米国統

治下の沖縄で起こった出来事を撮影した写真、広報宣伝誌『守礼の光』の誌面・掲載写真、

伝単(米軍が散布した宣伝ビラ)・Ｂ型軍票(米軍が発行した円表示の紙幣)・日本渡航証明

書(パスポート)等の実物資料（複製）など 

 

２ 関連イベント（講演会） 

  日本復帰前の沖縄で米軍が編集した広報宣伝誌『守礼の光』の掲載写真から、そこに込められた統

治者「米国」の意図やメッセージを読み解きます。 

（１）日  時 令和６年７月２０日（土） １３時３０分から１４時３０分まで 

（２）場 所 川崎市平和館 屋内広場 ※参加無料 

（３）講 題 米軍のプロパガンダ誌『守礼の光』を読み解く 

（４）講 師 古波藏 契（こはぐら けい）氏（明治学院大学社会学部付属研究所研究員） 

（５）定 員 ５０人（当日先着順） 

 

３ 主催 川崎市 

 

４ アクセス JR南武線、JR横須賀線、東急東横線・目黒線「武蔵小杉駅」、東急東横線・目黒線「元

住吉駅」から徒歩約１０分 
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